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　歳時記を引いていると、いろんな情景が浮かんでくる。ひとつひとつの言葉から、季節ごとの空気感や匂い、音や味までもが

生き生きとよみがえってくる。8月のページに「スイカ」をみつけたときも、そうだった。ーー蝉の鳴き声や風鈴の音色、アスファ

ルトの照り返しの眩しさだとかと一緒に、口中にスイカの味が満ちてきた。

　99.5パーセントが水分で、1つに約500粒もの種を宿すスイカ。古代エジプト人はその種を食べるために栽培していた。

　それから4000年の時が経ち、スイカは日本の夏の風物詩になった。濃い緑色で、オシャレな黒い縞模様。割ると現れる真っ

赤な果肉は、太陽の申し子そのものだ。

　スイカを描こう！

　小玉スイカをスーパーで買ってきた。細心の注意を払って4分の1にカット。原寸大で描くので、巻き尺で丁寧に寸法を測

る。目の前にどんと置いて、さあ、描くぞ！あぁ、甘い香りがするよ。

　幼い頃から描いてきたけど、じっくり見て描くスイカ体験は初めて。どんな人（＝植物）なんだろう？

　少し遠目に置いたスイカを見ながら、基調となる色を置いてゆく。果肉の赤、皮との境目のクリームがかった色を出すのに

一苦労。白っぽいけど紅く、明るいけれど沈んだ黄色……。微妙なトーンの色を何色も作り、薄く塗り重ねてゆく。六時間か

かってなんとか近い色合いになった。

　モデルのスイカを引き寄せて細部を描く。目を凝らして見て、びっくり!　半透明の緑の皮に、波の形と水玉が。紅い果肉の

表面はまだらな夕焼け雲のよう。細い筋が歌うように走ってる。澄みきった紅い湖面みたいな部分も。

　種は平べったい面をこちらに向けているのかと思ったら、全部ヘタの方を向いて並んでいた。1粒ずつ、かまくらのような小

部屋に収まって快適そう。独り住まいだけど、じつはブーメラン形の大きな筋にみんなちゃんとつながっている。なんて幸せ感

いっぱいなスイカの果肉!

　食べる前にちょっと描いてみると、いろんなことが見えてくる。私がスイカにありついたのは、3日後のことだったけど……。

（NHKテレビ俳句テキスト『歩いてみよう葉っぱ道』2011年8月号より）
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